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１ 学校の内外環境の分析 
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（支援的要因） 

【地域・保護者】 
○地域及び保護者は協力的で、
行事等の参加率も高く、教育
活動に対する理解と支援が
得られている。 

○地域の方がゲストティーチャ
ーとなり、協力していただき
やすい。 

○地域の方は学校を大切に思っ
ており、子どもの成長を楽し
みにしながら支援している。 

〇自然や文化、伝統、教育施設
などに恵まれており、「ふる
さと学習」などで活用できる
資源が多い。 

〇小学校と中学校がグラウンド
を挟んで隣接しており、合同
行事などに取り組みやすい。 

（強み） 

【学校組織】 
○生徒とかかわる時間が多く、
個に応じた指導・支援、教育
相談及び校内ＳＳＲの運営な
どを行いやすい。 

〇学年を越えて連携・情報共有
しながら取組を実施できる。 

○新しい取組を企画・実行しや
すい。 

【生徒の実態】 
〇一人一人の役割が多いため、
人前での発表や貴重な体験を
する機会に恵まれている。 

○協力し助け合って活動するこ
とができ、落ち着いた生活が
できる環境である。 

○常に異学年・異校種の交流が
あり、他学年に接する際には
気遣う姿勢がよく見られる。 
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（阻害的要因） 

【地域・保護者】 
○少子高齢化及び児童・生徒数
の減少は深刻である。 

○少人数であるが故に問題が発
生すると、生徒間だけでなく
保護者間の人間関係の修復に
困難な場面が見られる。 

〇生徒間の刺激が少なく、学習
や部活動において互いに切磋
琢磨することが少ない。 

○交通手段が限られ、交通費な
どの経費も高いため、校外で
の活動が制限されることが多
い。 

（弱み） 

【学校組織】 
〇教員数が多くないため、教員
一人当たりの業務の種類が多
く、業務の偏りが生じやすい。 

○生徒を丁寧に指導・支援でき
るため、生徒の主体性の育成
を阻害し、生徒が受け身にな
る傾向がある。 

【生徒の実態】 
○人間関係が固定化され、問題
が生じると人間関係の修復が
困難である。 

○切磋琢磨することや緊張感は
少なく、学力には課題がある。 

○教員や仲間に依存する傾向が
強くなりがちである。 

 

２ 重点課題 

 

 

 

 

 
○地域の資源を活用した
「ふるさと学習」を継続
し、活動の様子を学校だ
より及び学校ホームペー
ジで積極的に発信する。 

○少人数の強みを生かし、
個に応じた指導及び個別
指導を充実させる。 

○自己表現できる発表の場
を数多く設定する。 

○ＩＣＴ機器を活用した
「個別最適な学び」及び
家庭学習を充実する。 

○ＡＩドリル、ドリルタイ
ム、100問テスト等によっ
て確かな基礎学力の定着
を図る。 

○校内での異学年交流及び
小学校との異校種交流を
充実させ、自己肯定感を
高める活動を推進する。 

○生徒指導の実践上の視点を重要視し、「自己肯定感の育成」、「自己開示できる集団づくり」を目指す。 

○子どもの問いを生かした「考える授業づくり」を推進するとともに、ＩＣＴ機器を活用した「個別最適な

学び」及び家庭学習を充実させることで、確かな学力の定着を図る。（進路選択できる学力） 

○「授業のユニバーサルデザイン化」など特別支援教育の視点、「個に応じた支援と居場所づくり」など生

徒指導の視点を重視し、「個を大切にした支援の充実」を目指す。 

支援的要因と強みを生か
した活動・取組は 

○授業や部活動、学校行事
など日々の活動につい
て、目的や意義を確実に
押さえ、取組後の振り返
りを行うことで、生徒及
び教職員のやりがいを高
める。 

○自分の思いや考えを表現
できる集団づくりを目指
し、学級や部活動におい
て自己開示・自己表現で
きる取組を継続する。 

○養護教諭やＳＣと連携
し、自己肯定感を高める
取組やＳＳＴを継続す
る。 

阻害的要因と弱みを克服
する活動・取組は 


